仮名写本における「改行」と「文字使用」 : 正徹奥書本源氏物語の事例から by 斎藤 達哉
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1 久保木（2006）でも，「嘉吉 3 年本を長禄 3 年（1459）に正徹自ら転写したのがこの吉沢文庫本であるとおぼしい」
（545 ページ）と述べる。 




縦 23.3cm×横 17.2cm，鳥の子紙，列帖装（綴葉装）。1 面は 10 行で書かれ，和歌は行
頭 2 字下げで書かれる。和歌の末尾とそれに続く本文との間は改行せずに続けて書かれて
いる。朱合点，傍書等が認められる。書写時期は，「近世初期」（伊藤（2002））とされる。 
















(ア) 写本云 此一部……千松末葉清嵓正徹判 
(イ) （校本云）去正応四年……通議大夫藤為相判 
(ウ) 以多本……嘉吉三年初秋中七日 重而書之判 






                                                          
2 慶應義塾図書館（2007）など。 


















(1)  改行箇所が完全一致した場合（1 点） 
（例）国文研本： …ものおもはしさはいつと 」なき事なめれと…（11 花散里・1 オ 1～2 行目） 
慶應大本： …ものおもはしさはいつと 」なき事なめれと…（11 花散里・1 オ 1～2 行目） 
(2)  改面箇所が一致した場合（3 点） 
（例）国文研本： …名残れいの 』御心なれはさすかに…（11 花散里・1 オ 10 行目～1 ウ 1 行目） 
慶應大本： …名残れいの 』御心なれはさすかに…（11 花散里・1 オ 10 行目～1 ウ 1 行目） 
(3)  改行箇所のずれがあっても，前後の文節にまで及ばない場合（0.5 点） 
（例）国文研本： …世のおほえはな 」やかなる御方／＼にも…（1 桐壺・2 オ 8～9 行目） 
慶應大本： …世のおほえはなや 」かなる御方／＼にも…（1 桐壺・2 オ 5～6 行目） 
(4)  改面箇所のずれがあっても，前後の文節にまで及ばない場合（1.5 点） 
（例）国文研本： …聞えさせ給へと聞え 』給もいと…（17 絵合・2 ウ 10 行目～3 オ 1 行目） 
慶應大本： …聞えさせ給へと聞 』え給もいと…（17 絵合・2 ウ 10 行目～3 オ 1 行目） 
(5)  不一致（上記(1)～(4)に該当しない場合）（0 点） 
（例）国文研本： …女御更衣あまた 」さふらひ給けるなかに…（1 桐壺・1 オ 1～2 行目） 
慶應大本： …女御更衣あまたさふらひ 」給けるなかに…（1 桐壺・1 オ 1～2 行目） 
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対象とした個所は，各巻とも冒頭からの 40 箇所の改行箇所である。すべての改行箇所が一
致すると 48 点（改行一致 1 点×36 箇所，改面一致 3 点×4 箇所）となる。 
冒頭からの 40 箇所は，原則として「1 丁表 1 行目→2 行目への改行」から「2 丁裏 10 行目
→3 丁表 1 行目への改行」までである。ただし，和歌の始まりを含む行は除外し，その行に代
わるものを「3 丁表 1 行目→2 行目への改行」以降に求めた。国文研本，慶應大本ともに，和
歌の始まりは行頭 2 字下げで始まるという書式が固定されているからである。 
 
２.２ 改行箇所の一致状況の比較 ――一致が多い巻と少ない巻 
上記の方法で改行箇所の一致状況について点数化をした結果，改行箇所の一致が多い巻と一
致が少ない巻とがあることが分かった。以下は，54 巻を改行箇所の一致状況に応じて，A～E
の 5 群に分類したものである。 
 
A 群 48.0～40.0 点 
7 紅葉賀，11 花散里，15 蓬生，16 関屋，18 松風，19 薄雲，20 朝顔，21 少女， 
22 玉鬘，23 初音，24 胡蝶，25 蛍，26 常夏，27 篝火，28 野分，29 幸行，32 梅枝， 
33 藤裏葉，34 若菜上，35 若菜下，36 柏木，37 横笛，38 鈴虫，39 夕霧，40 御法， 
41 幻，42 匂宮，43 紅梅，44 竹河，45 橋姫，46 椎本，47 総角，48 早蕨，49 宿木， 
50 東屋，51 浮舟，52 蜻蛉，53 手習，54 夢浮橋 
B 群 39.5～30.0 点 
14 澪標，30 藤袴，31 真木柱 
C 群 29.5～20.0 点 
     17 絵合 
D 群 19.5～10.0 点 
    3 空蝉，6 末摘花，8 花宴 
E 群 9.5～0 点 
1 桐壺，2 帚木，4 夕顔，5 若紫，9 葵，10 賢木，12 須磨，13 明石 
 
まず，改行箇所の一致状況ということについて考えてみたい。 
本稿末には，A 群の例として「11 花散里」の影印を示した。写真１は「国文研本・1 丁表」，
写真２は「慶應大本・1 丁表」である。2 写本の改行箇所は一致が多く，A 群に分類された巻
の書写では，改行に注意が払われたという解釈ができる。A 群の巻は，正徹奥書祖本の改行箇
所を知るための材料となりうる。 
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一方，E 群の例として「1 桐壺」の影印を示した。写真３は「国文研本・1 丁表」，写真４は
「慶應大本 1 丁表」である。改行箇所の一致が少ない巻（E 群に分類された巻）は，改行に注
意が払われていないことになり，この書写態度が祖本の改行箇所を見えにくくしている。どち





























点数 群 国文研本 慶應大本 点数 群 国文研本 慶應大本
1 桐壺 3.0 E ○ ○ 28 野分 44.5 A × ×
2 帚木 6.5 E ○ ○ 29 幸行 42.0 A × ×
3 空蝉 12.5 D ○ ○ 30 藤袴 36.5 B × ×
4 夕顔 7.0 E ○ ○ 31 真木柱 39.5 B × ×
5 若紫 5.5 E ○ ○ 32 梅枝 43.0 A × ×
6 末摘花 12.5 D ○ ○ 33 藤裏葉 47.0 A × ×
7 紅葉賀 43.5 A ○ × 34 若菜上 43.0 A × ×
8 花宴 12.0 D × △ △＝正徹名なし。書写者校正記録 35 若菜下 44.0 A × ×
9 葵 9.0 E × △ △＝正徹名なし。書写者校正記録 36 柏木 46.5 A × ×
10 賢木 9.5 E × × 37 横笛 45.0 A × ×
11 花散里 43.5 A × × 38 鈴虫 46.5 A × ×
12 須磨 5.5 E × × 39 夕霧 46.0 A × ×
13 明石 7.0 E × × 40 御法 46.5 A × ×
14 澪標 36.5 B × × 41 幻 44.5 A × ×
15 蓬生 43.5 A × × 42 匂宮 46.0 A × ×
16 関屋 44.5 A × × 43 紅梅 44.0 A × ×
17 絵合 22.0 C × × 44 竹河 45.0 A × ×
18 松風 44.5 A × × 45 橋姫 46.5 A × ×
19 薄雲 45.5 A × × 46 椎本 42.0 A × ×
20 朝顔 44.5 A × × 47 総角 46.5 A × ×
21 少女 43.0 A × × 48 早蕨 44.5 A × ×
22 玉鬘 46.5 A × × 49 宿木 46.5 A × ×
23 初音 44.5 A × × 50 東屋 44.5 A × ×
24 胡蝶 45.0 A × × 51 浮舟 45.5 A × ×
25 蛍 43.5 A × × 52 蜻蛉 43.5 A × ×
26 常夏 47.0 A × × 53 手習 45.0 A × ×




















54 巻の各巻冒頭 40 行ずつ（全 2160 行）の中に使われた漢字の字種は，国文研本 370 字種，
























(2) 慶應本だけに使用された漢字 （３字種） 
紀，升，村 
 






2.1 に示した各巻の冒頭 2 丁ずつの範囲について，2 写本を比べてみる。同じ文脈の同じ語
の表記について，仮名と漢字の文字の違いが見られる箇所数を調べると以下のとおりで，全体
的には，国文研本の方が仮名で書くことが多い。 
・国文研本＝仮名 ： 慶應大本＝漢字  ……49 箇所 









                                                          
3 例外としては，助動詞ナリを「也」と書くような場合もある。 


























正徹名の奥書を有しかつ E 群に分類される巻のサンプルとして「1 桐壺」全文，および，奥














1 桐壺 4 1 28 野分
2 帚木 2 1 29 幸行
3 空蝉 1 30 藤袴 1
4 夕顔 3 31 真木柱
5 若紫 4 32 梅枝
6 末摘花 3 33 藤裏葉
7 紅葉賀 1 2 34 若菜上
8 花宴 7 35 若菜下 1
9 葵 3 1 36 柏木
10 賢木 1 37 横笛
11 花散里 1 38 鈴虫
12 須磨 1 39 夕霧 1
13 明石 1 40 御法 1 1
14 澪標 1 2 41 幻 1
15 蓬生 1 2 42 匂宮 1
16 関屋 4 2 43 紅梅 1
17 絵合 44 竹河
18 松風 45 橋姫 1
19 薄雲 46 椎本
20 朝顔 1 1 47 総角 1
21 少女 1 48 早蕨 1
22 玉鬘 1 49 宿木 2
23 初音 1 50 東屋
24 胡蝶 2 51 浮舟
25 蛍 1 1 52 蜻蛉
26 常夏 53 手習
27 篝火 1 54 夢浮橋
巻名 巻名





























                                                          
4［漢字含有率］は，「総漢字数÷総文字数」の結果を百分率で算出した。「総文字数」は文字の異なりの総数で，
判読不明の文字及び重点（踊り字）も計上している（重点「ゝ」は 1 文字，重点「／＼」は 2 文字として機械
的に集計）。 
5［仮名種類数］は，仮名の字母に基づいて種類を数えた。例えば「於」「お」は，字形は異なるものの字母を一に























明：明融本（『源氏物語 明融本』東海大学出版会，1990 年） 
日：日大本（『日本大学蔵 源氏物語』八木書店，1994 年） 
青：書陵部本（『宮内庁書陵部蔵 青表紙本源氏物語』新典社，1969 年） 
各：各筆源氏（『御物 各筆源氏』貴重本刊行会，1986 年） 
陽：陽明文庫本（『陽明叢書国書篇 源氏物語』思文閣書店，1979 年） 
穂：穂久邇本（『源氏物語』貴重本刊行会，1979-1980 年） 
大：大島本（『大島本 源氏物語』角川書店，1996 年） 
伏：伏見天皇本（『源氏物語〈伏見天皇本〉』古典文庫，1991-1995 年） 
保：保坂本（『保坂本 源氏物語』おうふう，1996-1997 年） 
正：大正大本（http://www.tais.ac.jp/lib/article.html） 
米：米議会本（米国議会図書館アジア部日本課蔵，LC Control No.2008427768）7 
飯：飯島本（『飯島本 源氏物語』笠間書院，2009 年） 
高：高松宮本（『源氏物語 高松宮御蔵河内本』臨川書店，1973 年） 






                                                          
7 33 巻までの各巻第 1 丁表面の画像は，国立国語研究所の web「米国議会図書館蔵『源氏物語』翻刻本文」（代表
者：高田智和）http://www.ninjal.ac.jp/LCgenji/で閲覧可能である。 




承：承応三年絵入源氏（米国議会図書館アジア部日本課蔵，LC Control No.2004551302， 
     http://lcweb4.loc.gov/service/asian/asian0001/2005/2005html/20050415toc.html） 
 













































４.４ 漢字含有率 ――改行の一致状況と連動 
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付記 
本稿は，科学研究費補助金基盤研究(A)「日本古典籍における【表記情報学】の基盤構築に
関する研究」（国文学研究資料館・代表者：今西祐一郎）及び，国立国語研究所共同研究プロ
ジェクト(C)「仮名写本による文字・表記の史的研究」（平成 21 年度・代表者：斎藤達哉）の
研究成果の一部である。 
写真１，写真３は人間文化研究機構国文学研究資料館，写真２，写真４は慶應義塾大学三
田メディアセンターの許可をそれぞれ得た上で，許可条件に則って掲載したものである。こ
こに記して両機関に御礼申しあげる。 
